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平成30年度環境問題に関するアンケート調査結果（概要）【団体】 

 

１．調査の概要 

群馬県では、平成 28 年 3 月に策定した「群馬県環境基本計画 2016-2019」に基づいて、良好な環境

の保全と創造を実現するための施策を総合的に実施している。本計画が平成32年3月で終期を迎える

ことから、現在これに続く新計画の策定作業を進めている。 

本計画の策定に当たり、県民、事業者、関係団体の環境問題に関する意識等を把握するため、アン

ケート調査を行ったもの。 

（１）調査対象 

   群馬県内で活動する環境関係団体  113 団体 

（２）調査方法 

   メール配布、メール回収 

（３）調査期間 

   平成 31 年 3 月 1 日～3 月 15 日 

調査対象とした 113 団体のうち、有効回答（分析に用いることができた回答数）は 46 件で、有効回収

率は 40.7%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．１ 調査の目的

１．２ 調査の方法

１．３ 回収状況
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質問項目 ねらい 

【団体に関する質問】 

問１ 団体の所在地（事務所） 

    
・団体の所在地（事務所）を把握。 

問２ 団体の会員数 

・団体の会員数を把握。 

【取組】 

問３ 実施している環境活動等 ・実施 している環境活動等を把握し、団体の活動状況 を確

認する。 

問４ 環境活動（イベント・講演等）で対象と

している層や参加者の規模 

・環境活動（イベント・講演等）の対象と参加者の規模を把握

し、団体の活動状況を確認する。 

問５ 環境活動の実施頻度 

 

 

・環境活動の実施頻度を把握し、団体の活動状況を確認す

る。 

問６ 環境活動を進める上での問題や課題 

 

・環境活動を進める上での問題や課題を把握し、支援策等

の検討材料とする。 

【環境問題に対する関心】 

問７ 現在の活動以外で関心を持っている

環境分野 

・現在の活動以外で関心を持っている環境分野を把握し、今

後の取組等の参考とする。 

【会員等の研修】 

問８ 団体で行っている研修や会員の研鑽

を高める活動等 

・団体で行っている研修や会員の研鑽を高める活動等を把

握し、団体の活動状況を確認する。 

【行政への要望】 

問９ 環境保全に関して行政に期待すること ・環境保全に関して行政に期待することを確認する。 

 

【その他】  

 

※ 団体に対する調査は今回初めて実施したため、経年変化による比較は行っていない。 

 

  

１．４ 調査項目概要 
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２．回答者属性 

（１）所在地（事務所）  

 

  

 （２）会員数 

 

 

前橋市

33%

高崎市

20%
桐生市

9%

伊勢崎市

6%

太田市

2%

その他の市町村

30%

前橋市 高崎市 桐生市 伊勢崎市 太田市 その他の市町村

1～9人
13%

10～19人
16%

20～29人
9%

30～39人
13%

40～49人
11%

50人以上

38%

1～9人 10～19人 20～29人 30～39人 40～49人 50人以上
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３．調査結果 

 Ⅰ 取組 

□ 団体が実施している環境活動の中で多かったのは、「教育機関と連携した環境教育活動

（50%）」「自然体験等などの環境教育活動（50%）」「自然保護活動（41％）」。 

（１）３０年度の傾向 

 

＜グラフ１ 団体が実施している環境活動 ＞ 

 
□ 団体の環境活動で対象とする層で多かったのは、「市民（32％）」「小・中学生（26％）」。 

 
＜グラフ２ 団体の環境活動で対象とする層＞ 

24%
9%

7%
41%

28%
17%

30%
28%

2%
20%

11%
17%

22%
50%
50%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地球温暖化防止活動

自然エネルギー等を活用した（省エネ等に関す…

エコ通勤・エコドライブに関する活動

自然保護活動

希少動植物の保護活動

外来種の防除活動

里地・里山の保全活動

環境美化活動

市街地等の緑化に関する活動

森林整備に関する活動

竹林整備に関する活動

水環境の保全に関する活動

ごみ減量化等に関する啓発活動

自然体験等などの環境教育活動

教育機関と連携した環境教育活動

その他

小・中学生

26%

高校生・大学生

19%社会人

23%

市民

32%

小・中学生 高校生・大学生 社会人 市民

３．１ 調査項目別要旨 
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     □ 団体の環境活動の参加者規模で多かったのは、「10～29人（46％）」 

「30～49人（39％）」。 

 

 

＜グラフ３ 団体の環境活動の参加者規模＞ 

 

□ 団体の環境活動の年間回数で多かったのは、「11回以上（42％）」「３～５回（25％）」。 

 

 

＜グラフ４ 団体の環境活動の年間回数＞ 
 

 

1～9人
15%

10～29人
46%

30～49人
39%

50人以上

0%

1～9人 10～29人 30～49人 50人以上

1～2回
13%

3～5回
25%

6～10回
20%

11回以上

42%

1～2回 3～5回 6～10回 11回以上



6 
 

Ⅱ 環境問題に対する関心 

□ 団体が関心のある環境関係の話題で多かったのは、「気候変動（地球温暖化）（28％）」 

「水質汚染（24％）」「再生可能エネルギー（13％）」。 

（１）３０年度の傾向 

 

＜グラフ５ 団体が関心のある環境関係の話題＞ 

Ⅲ 会員等の研修 

□ 団体で行っている研修や会員の研鑽を高める活動等で多かったのは、「全会員を対象とし

た研修会を年１回以上実施している（39％）」「会報等で情報の共有や情報提供をしてい

る（17％）」。 

（１）３０年度の傾向 

 
＜グラフ６ 団体で行っている研修や会員の研鑽を高める活動等＞ 

28%
13%

7%
24%

7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%
7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

気候変動（地球温暖化）

再生可能エネルギー

大気汚染

水質汚濁

騒音・振動

悪臭

土壌汚染

放射性物質

自然景観や野生動植物への影響

里地・里山の保全

野生鳥獣による被害

生物多様性の保全

希少種の保護

外来種の侵入

ごみ処理やリサイクルの推進

環境学習の推進

ＳＤＧｓ

森林の保全

竹林の整備

39%

17%

11%

9%

17%

15%

全会員を対象とした研修会を年1回以上実施してい

る。

会報等で情報の共有や情報提供をしている。

会員が各自で研修を受講している。

会員が相互で研修を実施している。

その他

特になし

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%


